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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第３区分
【発行日】平成31年3月28日(2019.3.28)

【公開番号】特開2018-21171(P2018-21171A)
【公開日】平成30年2月8日(2018.2.8)
【年通号数】公開・登録公報2018-005
【出願番号】特願2017-75984(P2017-75984)
【国際特許分類】
   Ｃ０８Ｊ   9/26     (2006.01)
   Ｈ０１Ｑ   1/38     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０８Ｊ    9/26     １０２　
   Ｃ０８Ｊ    9/26     ＣＥＺ　
   Ｃ０８Ｊ    9/26     ＣＦＧ　
   Ｈ０１Ｑ    1/38     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成31年2月15日(2019.2.15)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ポリマー材料からなるフィルムに微細な空孔が分散形成された、多孔質の低誘電性ポリ
マーフィルムであって、
　前記フィルムの空孔率が７０％以上であり、
　前記空孔の平均孔径が１０μｍ以下である、
ことを特徴とする、前記フィルム。
【請求項２】
　前記フィルムの空孔率が８５％以上であることを特徴とする、請求項１に記載のフィル
ム。
【請求項３】
　前記フィルムの空孔率が９５％以下であることを特徴とする、請求項１又は２に記載の
フィルム。
【請求項４】
　前記空孔の孔径分布の半値全幅が１０μｍ以下であることを特徴とする、請求項１～３
のいずれか１項に記載のフィルム。
【請求項５】
　前記空孔の孔径分布の半値全幅が５μｍ以下であることを特徴とする、請求項４に記載
のフィルム。
【請求項６】
　６０ＧＨｚで測定した誘電率が２．０以下であることを特徴とする、請求項１～５のい
ずれか１項に記載のフィルム。
【請求項７】
　６０ＧＨｚで測定した誘電率が１．４以下であることを特徴とする、請求項６に記載の
フィルム。
【請求項８】
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　前記ポリマーが、該ポリマー又はその前駆体が有機溶媒に可溶性であるものであること
を特徴とする、請求項１～７のいずれか１項に記載のフィルム。
【請求項９】
　前記有機溶媒がＮ－メチルピロリドンであることを特徴とする、請求項８に記載のフィ
ルム。
【請求項１０】
　前記ポリマーが、ポリイミド、ポリエーテルイミド、フッ化ポリイミド、及びポリカー
ボネートからなる群から選ばれることを特徴とする、請求項１～９のいずれか１項に記載
のフィルム。
【請求項１１】
　厚さが５０μｍ～５００μｍであることを特徴とする、請求項１～１０のいずれか１項
に記載のフィルム。
【請求項１２】
　ミリ波アンテナ用の基板に使用するフィルムであることを特徴とする、請求項１～１１
のいずれか１項に記載のフィルム。
【請求項１３】
　多孔構造が独泡構造であることを特徴とする、請求項１～１２のいずれか１項に記載の
フィルム。
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